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【令和７年９月号】 

 

（１） 全国定借協会・定借関係団体活動状況 

 

（２）トピックス 

 

（３）マスコミ記事等 

  



●全国定期借地借家協会動向 

 ８月１９日理事会を開催しました。議題は 8 月 26 日の関西支部研

修会進行についてです。リアル３１名、オンライン３０社の集客が

でき、入会予約も３社ありました。セミナー内容も大変好評でした。

理事の皆様集客等お疲れ様でした。次回は、１０月２１日中部支部

勉強会予定です。又、総会開催日時も１１月７日開催で会場等準備

予定です。 

      

   



●徳島県定借機構動向！ 

８月８日、理事長会社ラッフルズホーム様にて、八の会研修会で

私が講演しました。テーマは、【地域課題・空き家、空地をお金

に変える驚きのビジネスについて】 

参加者の皆様から関心を持っていただいたのは良かったです。 

●九州定借機構動向 

 研修会は 9月１７日に開催され、講師は宮崎弁護士です。借地権

事案等に大変見識があります。 

    



●沖縄定借機構動向 

次回の研修会は、１１月１９日開催予定です。 

講師は、住宅評論家の本多氏で、沢山の参加者を期待したいです。 

 



●全国定借協会関西支部動向 

８月２６日に、講習会・研修会等を開催しました。 

関西地域の不動産業者等の、空き家・空地利活用推進へ、定借コ

ンサルノウハウ等の取得頂き事業推進に期待したい。 

今後はミニ勉強会開催予定です。 

●福井定借事業研究会動向 

 福井・金沢等北陸地区から定借案件供給事案が出ています。 

 地域の空き家・遊休地等の定借利活用促進を期待しています。 

●岡山定借事業研究会動向  

 地域活性化へ、空き家利活用事業等の推進に注力されています。 

地域にあった、定借等の事業が促進されることを願っています！ 

●中国地区空家空地利活用研究会動向！ 

 空き家再生事業推進や自治体等の公有地利活用を推進されていま

す。※定借利活用等にも期待したいです！ 

●全国定借協会東海支部動向！ 

  次回の開催は、１０月２１日の予定です。 

新しい支部長の企画等楽しみです。 



【トピックス】 

 

◎常時 空き家コンサルタント養成講座（オンライン開

催） 

◎定例（月1回（一社）全国定借協会 役員オンライン会議 

 

●9月 17日   九州定借機構 理事会・研修会   （福岡市） 

●９月中旬   全国定借協会 オンライン理事会    （東京） 

●１０月２１日 全国定借協会・東海支部 講習会 （名古屋市） 

●11月７日  （一社）全国定借協会総会        （東京） 

●11月１９日  沖縄定借機構  研修会         （沖縄） 

●１２月１０日 九州定借機構 研修会         （福岡市） 

●２月６日  九州定借機構 定借コンサルタント講座（福岡市） 

●２月中旬  沖縄定借機構 オンライン研修会    （沖縄） 

 

 

 

 



●【地方公共団体向け】官民連携による地域課題解決に向け

た官民マッチングを開催します! 

地方公共団体等が PPP/PFI 事業を実施するにあたり、意見交換・交

流等を通じ、官民連携が促進できるよう、この度、国土交通省におい

て、地方ブロックプラットフォームの取り組みの一貫として、官民連

携の専門家である国土交通省 PPP サポーターや国土交通省 PPP パー

トナーとの交流の場を設けることとしました。本イベントに参加す

る地方公共団体、国土交通省 PPP サポーター及び国土交通省 PPP パ

ートナーを全国から募集します！ 

○開催日時：令和７年９月 29 日（月）13：00-16：30 

○開催場所：コラッセふくしま 多目的ホール（福島県福島市三河南

町１-20） 

○定員：地方公共団体職員 20 名程度 

国土交通省ＰＰＰサポーター 20 名程度 

国土交通省ＰＰＰパートナー 20 名程度 

▼官民マッチングイベントの詳細はこちら 

https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo21_hh_000276.html 

▼応募ページ https://forms.office.com/r/c8fUfg2ERK 

https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo21_hh_000276.html
https://forms.office.com/r/c8fUfg2ERK


●２０２４年度 定借住宅（区画）・マンション（戸数） 

 

 

 

 

2024年度総計 33 件 1264 戸 （マンション） 

 

2024年度総計 35 件 65 区画 （戸建住宅） 

 

 

 

 



●Airbnb Japan と徳島県が、連携協定を締結。「空き家 5（フ

ァイブ）戦略事業」を推進！ 

世界最大級の宿泊予約プラットフォームである Airbnb（本社：米国

カリフォルニア州サンフランシスコ、以下：Airbnb、日本語名：エ

アビーアンドビー）の日本法人である Airbnb Japan 株式会社（以下

Airbnb Japan）と徳島県は本日、徳島県内の空き家を活用し、新たな

経済機会の創出を相互に連携して推進することを目的とする連携協

定を締結しました。 

Airbnb Japan では各地方自治体と連携協定を結び、地域を活性化す

るためのまちづくり、コミュニティの生成を支援する取り組みをこ

れまでも行ってきています。 

特に、空き家を活用した拠点づくりの推進を目指して 2024 年に連

携協定を締結した北海道釧路市と新潟県佐渡市では、協定締結後宿

泊数が前年比較で約 1.6 倍、佐渡市では約 1.1 倍といずれも増加し

ています。さらにホームシェアリングの普及と観光客の流入が促進

され、釧路市では約 1.5 倍、佐渡市では約 1.4 倍の経済効果をもた

らしていることも明らかになっています*。本協定では、にぎわい

と活力を創出し徳島県の魅力度を高め、「未来に引き継げる徳島」

https://news.airbnb.com/ja/kushio_partnership/
https://news.airbnb.com/ja/sadopartnership/


の実現を目指します。その実現に向けて、「空き家 5（ファイブ）

戦略事業」を推進し、徳島県内の空き家を活用した新たな経済機会

の創出を相互に連携して行っていきます。 

Airbnb Japan は本戦略事業において、利活用に該当する「観光」

「人材確保」「人口減少」の 3 つのテーマにおいてサポートを行っ

ていきます。 

【主な活動内容】 

1 . 空き家利活用の推進 

徳島県の「空き家 5（ファイブ）戦略事業」に関して、採択事業

者・地域のニーズに合わせたサポートを両者が相互に連携して推進

することにより、空き家利活用の成功事例を創出していく。また、

成功事例等を共有する勉強会を開催し、徳島県内全体での情報共有

を推進する。 

2. 新たな経済機会の創出 

空き家・空き部屋を活用した起業希望者向けセミナーや、県内宿泊

事業者向けセミナーを開催し、インバウンドの受け入れを促進し、

新たな経済機会の創出につなげる。 

【今後予定している具体的なセミナー】 



• 2025 年 11 月 8 日（土）、11 月 9 日（日） 「空き家活

用！民泊スタートアップセミナー」 

民泊事業のノウハウやリスク管理、法令遵守のポイントを

具体的に解説。さらに、グループワークを通じて実践的な

知識を深めます。＜詳細はこちら＞ 

• 2025 年 12 月上旬ごろ 「観光事業者向け交流型観光セミ

ナー」県内の宿泊事業者・観光事業者向けに Airbnb の活用

テクニックや交流型観光について解説。長期滞在ニーズや

交流型観光の可能性について理解を深めます。 

 

   

 

https://news.airbnb.com/wp-content/uploads/sites/4/2025/08/250807%E3%80%90%E7%A9%BA%E3%81%8D%E5%AE%B6%E6%B4%BB%E7%94%A8%EF%BC%81%E6%B0%91%E6%B3%8A%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%80%91A4%E3%83%81%E3%83%A9%E3%82%B7-1.pdf


●長門湯本温泉郷、復活を支えた「公民連携」 

山口県北部の山間にある約 600 年の歴史を有する温泉郷・長門湯

本。桜の開花を目前に控えた 2023 年 3 月 20 日、この小さな温泉

街で毎年恒例となる「川床開き」が行われた。 

春には桜を夏には蛍を鑑賞することもできるという音信（おとず

れ）川に、計 4 ヵ所設置された川床。一部の川床では、地元旅館で

ある大谷山荘、星野リゾート 界、玉仙閣のテラス席として、各旅

館が用意した特別メニューを堪能できる。 

しかしこの日、地元旅館、まちづくり会社、行政の関係者が一堂に

会した川床開きでは、終始リラックスした空気が流れ、関係者の間

には「仲間」としての連帯が感じられる。 

この地元事業者同士、そして行政が一体となり実現した「公民連

携」。実はこれこそが衰退の一途を辿っていた長門湯本温泉郷の再

生の狼煙となったのだ。創業 150 年の老舗旅館が破産。地元に危機

感が生まれる「オソト天国」というコンセプトのもとに「そぞろ歩

き」できるように設計された長門湯本の温泉街には、平日にでも若

年層のカップルやファミリーの姿をあちこちで見かけることができ



る。温泉街には街のシンボルである立ち寄り湯「恩湯（おんと

う）」のほか、竹林に彩られた階段、古い建物を改装したブリュワ

リーやカフェなど、古きと新しきが調和した景観が広がる。これら

はすべて公民連携で推進された「長門湯本みらいプロジェクト」を

きっかけに生まれたものだ。地域再生プロジェクトで新しくなった

エリア。公衆浴場の恩湯、食堂、広場、竹やぶの階段などがリニュ

ーアルした。プロジェクトがはじまる以前、長門湯本の景色は今と

はまったく異なるものだった。 

 

 



長門湯本温泉郷が最盛期を迎えていたのは昭和後期。多くの団体旅

行客で街は賑わい、1984 年には過去最高の年間 39 万人が長門湯本

に宿泊した。しかし、そこから徐々に観光客は減少。2014 年には

宿泊者数は年間 18 万人と半減した。明治 14 年創業の長門湯本の旅

館「大谷山荘」の代表取締役社長・大谷和弘氏は「地元に危機感が

生まれた」きっかけがあったと語る。「私が子どもの頃はまだ町内

会でも旅行ツアーが企画されていて、団体旅行が盛んだったんです

よ。ピーク時は長門湯本にも大型バスがひっきりなしに到着してい

る状況だったそうです。しかし、インターネットの時代を迎え、

個々のスタイルが発揮しやすい時代となり、旅行も団体から個人に

変化していくんです。そのような時代背景の中、創業 150 年の歴史

があった老舗旅館が廃業してしまうという大変ショッキングな出来

事が起こりました。地元に危機感が生まれたのはそれがきっかけで

した」 

        ↓参考に！ 

https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20230426/429/ 

 

https://www.potluck-yaesu.com/magazine/20230426/429/


●（一社）全国定借協会関西支部創設記念セミナー開催！ 

8 月 26 日大阪市内で、（一社）全国定借協会関西支部設立総会が開

催されました。リアル３１名、オンライン３０社の参加有 

最初に、大木理事長より定借概要について紹介がありました。記念

講演では、天宅氏より、定借利活用した事例紹介がありました。大

変関心大な内容に参加者から大変参考になったとの沢山のお声を頂

きました。セミナー後には全国定借協会概要紹介等もありました。 

（入会予約３社有）セミナー後の懇親会も講師等との懇談で最後ま

で盛況な会になりました。 

            

 



 

マスコミ記事他 

【※各種案内等】 

 

                     

 

 

 



 

 

【８月 19日・住宅新報記事より】 

 



 

 

 

     【8月 26日 住宅新報記事より】 

 



 

 

    【8月 6日 住宅新報記事より】 

 

 



   

  

     【ハローニュースより】 

     



 

 


